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1・韓雷

硬さ試験は、簡便、迅速に試験を行うことができるという

利点をもち、工業界において幅広く利用されている材料特性
評価法である。

本研究では、試作した縦型微小押込み硬さ試験機にピッカ

ース正子を装着し、試演片としてポリカ“－ボネーート及びアク

リル樹脂のような高分子材料を対象に押込み試験を行い、試

験機較正係数を伴うヤング率算出理論伽コーからヤング率の

算出を試みた。また、この算出されたヤング率から高分子材

料のひずみ速度依存性等の材料特性について検討を行った。

2．実験

望　1　野中押出み達き試属性及び庄子

本研究室で設計・開発したFlぎlに示すような範型微小

押込み硬さ試験増＝＿）Vト1罰胴を用いて薬験を行った。
本試験塵は、変位測定装置としてユつのリニアセンサ、

荷重測定装置としてロードセルを取り付けてあり、これら
から得られるデ鵬タをM〕ボードを介してコンピュータに

取り込む方法になっている。圧子には、対面角爪加＝l常○
の正四角錐ダイヤモンド圧子r（株）東京ダイヤモンド工具
製作所製】を使用した。ダイヤモンド圧子のヤング率は

11叫（iPaト　ポアソン比はい07と与えた。

望．2　試壊片長び淡海餐韓

試験片として、ポリカーボネート（Pr）、アクリル（AぐJの他、

較正用として漣さ基準片HV5（j（j櫻割剛、HK了（ガラス帰任用

した。試験荷重は、4り、り川N】のユ段階とし、各5回ずつ試
験を行った。また、高分子材料に関しては算出ヤング率に対
する試験速度の相違の影
響を韓謝するた長押込
み速度を3段階（5、05、

り05山mノsj）に変えて行っ
た。実験は、室温23．5℃、

湿度60％で行った。
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凱　及第

凱∴　領　一荷遠ふ流通鱒倫

F定二様辞退み試球の轟纂二遠軽達第の達読流習性る。二

の肇定鱒振から庄子を蹴球緒に搾あぁだ崎の遠来荷遠軌ぎき

における押込み通（変位遠き轟と押込み韓嘗時の野性園達

畳（結滞五）轟は決定され志葛　しか』市庶子と動海路の接

触崎には庄子衰韓軸に球種変形が定にる藍性㌧馨れを音感
に入れる必夢が鳴る〇囲中の細線法井倫鑑よラ竃儲鳩の譲

デ瑚タの荷勇一変位線園でぁる〇薬繰は結練達の弾性変形
畳｛もを考慮に入れ、補正した捜の緑園である．】
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3．2　ヤング率算出式

実験により得られたJ一帖．ヰ及びヰをヤング率J：tの算出
式（川二代入して、ヤング率を縛る｛j

鉦堆糾轢増勢櫻綽恒
ここで、

抽・試験片のポアソン比．i・■　試験機較正係数
抑　圧子のポアソン比く＝旧j了J

互）圧子のヤンケ寧ド＝叫（il）と小
才勘二（1朝）椎∫：藍子の弾性パラ池二の

な失楽勝により捲られる締込み五井及び弾性回復通轟に

は試験機の弾性変形畳tもか含まれているため、ヤング率算

出においてはこの影響を考慮する必要がある。また金属に

対するヤング率算出理論を高弾性材料に対して拡張するた

めに定義登れた試験埴軽藍慌艶ガも決定ずる海草がある0

その決定方法とし苛性A及び高野性宿料の2種市の戟濫用

蓋式験片に対して行った押込み芸式鰊による押込み畳q及び弾
性画複盛式を式り川こ代入し、両試験片について荷董ごとに

i・I鳩〕のようなプロットを縛るむこの時の両ブロツ卜の支点
をその荷遠での轟及び茸と寸る〇

出梨講演会講演論文集牌曜　日本属嶺学会開渠支部り梧密工学を慧〇05灘望慧の蠣き
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